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論文審査の結果の要旨 

拡張型心筋症など心機能が高度に低下する慢性心不全では、心臓の交感神経機

能が代償性に活性化している。申請者は心不全の交感神経機能が重症度や薬物治

療によりどのように変化するか、心筋症ハムスター BIO 53.58 を用いて、

[
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I]metaiodobenzylguanidine（MIBG）で評価した。静脈内投与された[
125

I]MIBG は

交感神経終末でノルエピネフリン（NE）と同様の取り込み、貯蔵、放出機構を有する。

治療薬としてアンジオテンシン変換酵素阻害薬であるシラザプリル（CLZ）とカルシウム

拮抗薬であるベラパミル（VER）を使用した。 

BIO 53.58ハムスターは対照とした F1bハムスターと比較して心筋[
125

I]MIBG集積、

心筋 NE 濃度が低く、どちらの指標も心不全が進行した高月齢のハムスターの方が低

月齢のハムスターより低値であった。心筋[
125

I]MIBG 集積と心筋 NE 濃度との間には

有意な正の相関を認めた。CLZ 投与群と VER 投与群は、非投与群に比し心筋

[
125

I]MIBG 集積は有意に高く、心筋線維化率は有意に低かった。心筋[
125

I]MIBG 集

積と心筋線維化率との聞に有意な負の相関を認めた。CLZ投与群とVER投与群では、

非投与群で見られる不均一な[
125

I]MIBGの心筋内分布が改善された。 

本研究は、心筋[
125

I]MIBG 集積が心筋症の進行とともに低下し、薬物治療により

[
125

I]MIBG 集積、心筋線維化、[
125

I]MIBG の心筋内不均一分布が改善することを示

したものであり、大規模臨床研究で[
123

I]MIBG の心筋集積が心不全の予後評価、リス

ク層別化に有用であることが明らかにされた今日、 [
123

I]MIBG の臨床的意義を動物

実験で予見した優れた研究と言える。 

以上により、本論文は博士（医学）の学位の授与にふさわしいと審査員全員一致で

評価した。 
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